










要旨:柏崎・刈羽地区の学校検尿は 1973 年(昭和 48 年)から、地区内の保育所～高校生ま

で全てに実施している。学校検尿異常者の腎生検は 1977 年から、蛋白尿・血尿合併例、

血尿例で発熱時に尿蛋白出現例、肉眼的血尿出現例、持続的尿蛋白陽性例、低補体例他に

施行した。

 その結果、巣状糸球体硬化症は検尿受診者約 20 万例に 1例、膜性増殖性腎炎は約 6万例

に 1例、IgA腎症は約 5千例に 1例(受診者の 0.02%)の頻度で発見された。

 また、早期発見とともに、早期治療への導入は経過・予後を良好にした。


